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 運動参加者 フリーライダー 
運動失敗の場合 α×S S 

















4                   三  重  法  経 






 このような状況が発生することを防ぎ個人の運動参加を促すためには、第 1 段階でフリー
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ii 大西（2020）の記号と対応させるならば、S は同一であり、αが h に、C が h(S+NF)に対
応する。 
iii イデオロギーの重要性はピケティの近著(Piketty(2020))でも強調されている。ただし、
いわゆる「土台」と関連させた説明は十分にはなされていない。機械的に土台が上部構造を
規定するという方向に陥ることは避けつつも、言い換えると上部構造の自律性に留意しなが
らも、大西（2018）が目的としたような上部構造の土台からの規定性を改めて探求していく
ことが重要と考える。 
